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第４章 測 量 

 

第１条 測量の基準 

測量の基準は国土交通省の定める公共測量作業規程及び同規程に係る運用基準（以下

「規程」という。）第２条の規定によるほかは監督員の指示によるものとする。 

 

第２条 業務の実施 

測量業務は、国土交通省及び本市に定める公共測量作業規程により実施するものとす

る。 

業務にあたっては、国又は本市の測量標を用いるものとし、事前に測量法等の関係法

令に規定されている諸手続きを行うこと。 

第３条 業務内容 

（１）マンホール及び立坑位置の選定 

管路施設（管渠、マンホール等）及び立坑の占用位置等を決定するため、マンホー

ル位置及び立坑位置の仮選点及び本選点作業を行わなければならない。なお、設計に

必要なマンホール位置、立坑位置の測定、マンホール間に１断面の横断測量等の補足

的な測量業務を行うこと。 

（２）試験掘調査の立会確認 

試験掘調査は別途行うが、受注者はその調査に先立ち、必要な資料の作成を行うと

ともに試掘調査時においては立会い、地下埋設物の種類・位置・深さ・構造等をそれ

らの管理者が有する資料と照合し、確認しなければならない。 

（３）仮ベンチマークの設置 

最寄の測量標より水準測定を行い、仮ベンチマーク２箇所以上（工事起終点又は中

間点）を設定しなければならない。 

(1/500又は1/300平面図に位置及び高さを記入し、拡大図を作成するとともに、現地写

真および野帳を提出しなければならない。) 

（４）水準測量 

設定した測点毎に水準測量を行い、誤差は10√Ｓmm以内とする。( Ｓ㎞は水準線距

離、野帳提出のこと。) 

原則として神戸市基準面（KOP）を使用し、測量標の位置、数値は施設平面図、平面

図及び縦断図に記入する。なお、最寄の測量標から求められた数値と下水道台帳の数

値が整合しない場合は、本市監督員と協議を行うものとする。 

（５）横断測量 

石積・擁壁・水路・家屋等の位置・高さ・巾が図化できるよう入念に行わなければ

ならない。横断面図は、原則として各マンホール間に１箇所作成すること。 

（６）中心線測量 

雨水管渠の設計、汚水管渠の設計においては、シールド，推進工法を採用する場合

又は扇形人孔の築造が必要な場合、必ず中心線測量を行わなければならない。 

（７）平面測量 

既存の平面図(1/500)がない場合、本市の指示する巾で平面測量を行わなければなら

ない。 

地形測量は、トラバース測量を行い、精度は1/5,000以上とする。 

家屋は道路両側一戸を記入する。表示方式はすべて国土地理院の様式による。構造

の種別、平屋、又は２階等の区別、及び居住者名を記入すること。人孔位置、ＢＣ、

ＥＣ点等は現地に鉄鋲を打ち、ペンキで明確にしておくこと。 

 

第４条 測量報告書の作成 

測量成果のとりまとめについては、第２章 第８節に準じて行うものとする。 
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